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ぎ
｛
ー
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ー
財
政
状
況
は
ー
ー
ー
振

△
　
組
合
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
、
組
合
管
内
の
皆
さ
ん
に
良
く
理
解
し
て
い
た
▽

△
だ
く
為
に
毎
年
二
回
公
表
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
昭
和
四
十
▽

△
八
年
度
決
算
（
見
込
）
と
昭
和
四
十
九
年
度
一
般
会
計
の
九
月
末
現
在
の
状
況
を
▽

△
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽

△
　
ま
た
、
こ
の
租
合
に
松
代
町
で
は
、
昭
和
四
十
八
年
度
に
一
、
八
二
九
万
円
、
▽

△
昭
和
四
十
九
年
度
分
と
し
て
十
一
月
末
現
在
二
、
〇
四
〇
万
円
の
負
担
金
が
納
▽

△
入
さ
れ
て
い
ま
す
◎
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①昭和48年度決算見込の状況　（性質別）

歳 入 歳 出

区　　　　　分 金　　額 構成比 区　　　　　分 金　　額 構成比
一

千円 ％ 千円 ％

1・分担金及び負担金 479，708 g3．00 1・人　　件　　費 359，698 71．36
2・使用料及び手数料 2，884 0．56 2・物　　件　　費 45，437 9．01

3．国庫支出金 7，100 1．38 3・維持補修費 3，478 0．69
4・財　産　収　入 776 0．15 4補　　助　費　等 7，160 1．42
5．寄　　附　　金 0 0 5・普通建設事業費 37，269 7．39
6．繰　　越　　金 6，581 1．28 6・公　　債　　費 3，253 0．65
7．諸　　収　　入 2，725 0．53 7積　　立　　金 47，562 9．43
8・地　　方　　債 15，000 2．91 8・投資及び出資金 263 0．05
9・県　支　出　金 1，000 0．19
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②昭和49年度予算の執行状況（49．4．1～49．9．30）
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費
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難
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財
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予
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計

入
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　　　千円
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③財産の状況（49．9．30現在）
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台
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財
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調
整
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、
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市
町
村
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共
済
組
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連
合
会
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入
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三
六
、
七
二
三
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⑤
一
時
借
入
金
の
現
在
高

　
　
　
　
　
　
　
　
（
妙
．
9
．
3
0
現
在
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な
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ク
　
　
　
　
ク

牛
は
ク
　
　
　
　
ク
　
　
　
　
ク

値
下
り

　
　
　
H
松
代
家
畜
市
場
終
る
H

　
去
る
十
一
月
十
九
日
の
市
場
開
設
を

最
後
に
本
年
度
の
松
代
家
畜
市
場
は
終

り
ま
し
た
。
そ
の
地
区
別
取
引
頭
数
及

価
格
等
を
別
表
に
ま
と
め
て
み
ま
し
た

　
狂
乱
物
価
で
す
べ
て
の
物
が
値
上
り

し
て
い
る
中
に
牛
だ
け
値
下
り
し
て
、

生
産
者
及
関
係
者
を
が
っ
か
り
さ
せ
ま

し
た
。
然
し
、
ふ
り
か
え
っ
て
こ
』
数

年
間
の
子
牛
価
格
を
調
べ
て
み
る
と
次

の
と
お
り
で
す
。

年
　
度

四
五
年

四
六
年

四
七
年

四
八
年

四
九
年

取
引
頭
数

　
四
会
頭

　
尭
五

　
一
三

　
一
…

　
美
九

　
こ
の
数
字
が
示
す
よ
う
に
、

八
年
度
ば
狂
乱
物
価
に
ふ
さ
わ
し
い
馬

鹿
値
で
あ
っ
た
。
安
い
安
い
と
が
っ
か

り
さ
せ
た
本
年
の
子
牛
価
格
は
そ
れ
で

も
昨
年
に
つ
ぐ
二
番
目
の
価
格
だ
っ
た

の
で
す
。

　
昨
年
の
半
値
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

一
年
三
六
五
日
で
割
っ
て
み
る
と
一
日

約
四
〇
〇
円
の
粗
収
入
と
な
り
、
考
え

よ
う
に
よ
っ
て
は
マ
ア
マ
ア
の
数
字
と

言
え
な
い
で
し
よ
う
か
。

　
又
、
今
年
の
価
格
の
特
徴
は
高
値
と

平
均
価
格

六
九
、
三
五
六
円

九
一
、
九
三
八

二
九
、
〇
五
四

一
一
七
六
、
三
四
四

一
四
一
、
三
〇
四

　
　
昨
四
十

安
値
の
差
が
ひ
ら

い
た
と
い
5
こ
と

で
す
Q
最
高
三
〇

万
円
、
最
低
三
万

五
千
円
と
い
う
、

う
そ
の
よ
う
な
価

格
で
し
た
。
な
か

に
は
二
頭
生
産
し

て
四
九
万
円
稼
い

だ
人
も
い
る
の
で

す
。
安
い
か
ら
と

い
っ
て
な
げ
や
り

な
飼
育
は
大
損
だ

と
い
う
こ
と
で
し

よ
う
。

　
最
近
、
化
学
肥

料
に
た
よ
り
す
ぎ

土
地
が
ヤ
セ
、
作

物
が
思
わ
ぬ
被
害

を
う
け
や
す
い
状

況
に
あ
り
、
厩
肥

の
施
肥
に
よ
っ
て

土
地
を
こ
や
さ
ね

ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
が
言
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
牛
を
飼
う

こ
と
に
よ
っ
て
土

地
を
こ
や
し
、
立

昭和49年度松代家畜市場地区別取引状況
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、
0
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　　　　　『二『二南

　　300，100

　　220，100

　　281，000

浦田地区

　　　　　　ト
　　　　88

　　　　　　　ロ

追，19醐
　　　　　　　ドロじ

252，000

205，000

265，400

松之山地区

　　　19ト

　　　　　6，732600

　　　　　　240，000

　220，100

1奴奈川地区

し
山平地区

　　　　　　　　ト
　　　　　　18

　　　　　　　ロ
2，258，000

　　　　　　　　

270，800

130，900

　　ト

35

松代地区

　　　　ト　　　79

地区別

取引頭数

220，100、28LOOO

　　　　　　　ロ
5，122，600

　　　　　　　円

300，100

185，100

220，500

　　　　　　　ロド

10，89L5001
　　　　　　　　　1

　　　　　　　ロ
240，800

185，100

265，100

取引金額

　　i
　　lメス最
高
、
オ ス
価

格去勢

155，166

103，698

還42，487

141，504

157，171

154，100

135，041

147，797

139，571

126，100

138，995

137，440

150，300

79，483

144，675

164，865

106，520

156，838

157，813

98，489

159，815

ス
　
ス
　
勢

メ
　
オ
　
去

コ
ヨ
し
ヒ
セ

　
平
均
価
格

125，544146，360137，867総平均価格

派
な
子
牛
を
生
産
る
す
よ
う
に
致
し
た

い
も
の
で
す
。

和
牛
連
産
を
町
長
が
表
彰

　
十
一
月
十
九
日
の
松
代
家
畜
市
場
に

於
て
、
左
記
の
方
々
が
松
代
町
長
よ
り

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
。

・
一
〇
年
連
産

田
野
倉

儀
　
明

蓬
　
平

。
五
年
連
産

　
　
田
　
沢

斉
藤
元
三
郎
さ
ん

　
　
　
（
へ
え
ぜ
ん
）

小
堺
元
之
真
さ
ん

　
　
　
（
ま
ご
え
ん
）

若
井
孫
太
郎
さ
ん

　
　
　
（
ま
ご
べ
い
）

池
之
畑
　
　
市
川

〃

高
橋
　
忠
平
さ
ん

　
　
　
　
（
こ
い
ど
）

　
　
　
軍
平
さ
ん

　
　
（
あ
た
ら
し
や
）

市
川
　
鉄
雄
さ
ん

　
　
（
み
ち
さ
か
え
）

下
　
山

蓬
　
平

〃〃〃〃

片
桐
山

〃

宮
沢
　
文
平
さ
ん

　
　
　
　
（
た
な
か
）

若
井
鷹
之
亟
さ
ん

　
　
（
て
っ
き
ょ
う
）

若
井
　
長
栄
さ
ん

　
　
（
ど
う
の
ま
い
）

小
堺
忠
太
郎
さ
ん

　
　
　
（
こ
う
じ
や
）

若
井
弘
太
郎
さ
ん

　
　
　
（
お
っ
さ
ま
）

若
共
　
政
市
さ
ん

　
　
　
　
　
（
か
じ
）

山
岸
獅
子
吼
さ
ん

　
　
　
　
　
（
し
た
）

柳

儀
　
明
　
　
小
堺

池
　
尻
　
　
関
谷

友
藤
さ
ん

　
　
（
う
い
）

芳
宏
さ
ん

（
お
や
な
ぎ
）

伊
市
さ
ん

　
　
（
さ
わ
）



　〃

が

⑧

ん
”
の
知
識
と
予
防

※
正
し
い
知
識
を
学
び
、
実
行
す
る
こ

　
と
が
こ
の
恐
ろ
し
い
病
気
の
魔
手
か

　
ら
逃
れ
る
カ
ギ
で
す
。

　
が
ん
（
悪
性
新
生
物
）
の
死
亡
数
は

こ
の
十
年
間
に
お
い
て
、
全
国
で
平
均

約
三
千
人
ず
つ
の
増
加
を
示
し
、
死
亡

原
因
は
第
一
位
の
脳
卒
中
に
ひ
き
続
き

第
二
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
四
十
才
～

四
十
六
才
の
働
き
盛
り
の
年
令
層
に
お

い
て
も
四
人
に
一
人
の
割
合
を
占
め
て

い
ま
す
。

　
松
代
町
に
お
い
て
も
死
亡
原
因
の
順

位
は
、
昭
和
四
十
七
年
は
第
二
位
、
四

十
八
年
は
第
三
位
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
、
が
ん
と
は

　
私
達
の
か
ら
だ
を
つ
く
っ
て
い
る
細

胞
の
異
変
な
の
で
す
。
つ
ま
り
奇
型
な

細
胞
が
ど
ん
ど
ん
増
殖
し
て
、
ま
わ
り

の
正
常
な
細
胞
を
お
か
し
、
毒
素
を
出

し
て
苦
し
め
て
い
き
、
し
ま
い
に
は
正

常
な
細
胞
が
死
ん
で
し
ま
う
こ
と
な
の

で
す
。
正
常
な
細
胞
の
死
滅
は
生
命
を

奪
わ
れ
る
こ
と
で
す
。

二
、
が
ん
の
転
位

　
転
位
と
い
う
の
は
、
火
事
の
時
飛
び

火
が
す
る
よ
う
な
も
の
で
す
。
つ
ま
り

細
胞
は
血
液
や
リ
ン
パ
の
流
れ
に
の
っ

て
、
か
ら
だ
の
あ
ら
ゆ
る
部
分
に
で
き

ま
す
。
そ
し
て
そ
の
転
位
し
た
場
所
で

ま
た
大
き
く
ふ
え
、
さ
ら
に
又
、
転
位

を
繰
り
返
え
し
ま
す
。

三
、
が
ん
の
で
き
や
す
い
と
こ
ろ

　
　
　
　
（
左
の
図
を
参
照
）

四
、
が
ん
と
自
覚
症
状

　
が
ん
の
初
期
に
は
痛
く
も
か
ゆ
く
も

な
い
病
気
で
す
。
が
ん
が
体
中
に
広
ま

っ
た
時
、
は
じ
め
て
が
ん
の
で
き
る
部

位
に
よ
っ
て
自
覚
症
状
が
で
て
き
ま
す

で
す
か
ら
、
自
覚
症
状
が
出
た
時
に
は

す
で
に
遅
く
、
病
院
で
治
療
を
受
け
て

も
手
遅
れ
と
い
う
状
態
が
し
ば
し
ば
起

き
ま
す
。

五
、
が
ん
の
発
病
と
年
令

　
が
ん
は
一
般
に
四
十
才
以
上
の
人
が

多
く
か
か
り
ま
す
。

例
外
と
し
て
、
白
血
病
は
年
令
に
か
か

わ
ら
ず
若
い
人
に
も
起
こ
り
ま
す
。

六
、
が
ん
の
原
因

　
現
在
の
と
こ
ろ
ま
だ
、
医
学
的
に
、

は
っ
き
り
と
突
き
と
め
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。

七
、
た
す
か
る
法
ー
検
診

　
で
き
る
だ
け
早
く
発
見
し
、
治
療
す

れ
ば
治
る
可
能
性
が
大
き
い
（
胃
、
乳

子
宮
、
直
腸
）
の
で
年
一
回
定
期
に
検

診
を
受
け
る
事
が
な
に
よ
り
必
要
で
す

　
検
診
で
は
、
が
ん
以
外
の
病
気
も
多

く
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
松
代
町
で
も
胃
、
子
宮
が
ん
の
検
診

を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
利
用
し

て
下
さ
い
。

牛
乳
・
乳
製
品
が
足
り
な
い

食
事
実
態
調
査
結
果

　
　
　
　
　
塩
分
は
と
り
過
ぎ

　
七
月
中
旬
に
食
生
活
改
善
推
進
員
（

各
部
落
）
の
ご
協
力
と
大
島
保
健
所
の

指
導
で
実
施
し
ま
し
た
。
松
代
町
全
体

（
抽
出
）
の
食
事
実
態
調
査
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す

食事実態調査結果
　　　　　　　1人1日分

種類別 標準量
町
摂取量
標準比
十一

穀　　　類
　9
390
　9
440 　9十50

肉　魚　卵 130 296 十166
牛乳・乳製品 220 3 一217
野　　　菜 240 348 十108

果　　　物 140 83 一57

油　　　脂 20 0．5 一19．5

（
四
頁
へ
続
く
）

が
ん
の
で
き
や
す
㌧、

と
こ
ろ

．
男
女
と
も
胃
が
ん
が
圧
倒
的
に
多
く
、

つ
ぎ
に
、
男
性
で
は
肺
が
ん
、
女
性
で

は
子
宮
が
ん
が
多
い
の
で
す
。

男

　　5．4％

0．0005％

　　10．4％

　　46．8％

　　3．5％

　　a5％

道
房
食
乳

肺臓
胃

すい臓

肝臓

●げ

●

○

2．9％

22．596

白血病

その他

女

2．3勇

44％

5．5％

5Z6働
5095

ZO％

12．9％

道
房
食
乳
、
臓肺

胃

すい臓

肝臓

子宮

2．9勇

24．6弱

白血病

その他

85

（3）



　
こ
の
数
字
の
と
お
り
食
品
の
と
り
方

に
バ
ラ
ッ
キ
が
目
立
ち
ま
す
。

・
穀
類
の
四
四
〇
グ
ラ
ム
を
米
だ
け
で

　
と
る
と
二
・
九
合
に
な
り
ま
す
。
穀

　
類
を
多
く
と
り
す
ぎ
る
と
含
水
炭
素

　
が
多
く
な
り
中
性
脂
肪
と
し
て
皮
下

　
に
た
ま
り
肥
満
の
も
と
と
な
り
ま
す

・
肉
魚
卵
は
大
切
な
蛋
白
源
で
す
。
考

　
え
て
い
た
よ
り
、
た
く
さ
ん
と
っ
て

　
い
ま
し
た
が
殆
ど
が
卵
か
ら
で
し
た

　
卵
は
大
変
良
い
食
品
で
す
が
、
魚
肉

　
豆
、
豆
製
品
等
で
バ
ラ
ン
ス
を
と
る

　
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

。
牛
乳
・
乳
製
品
は
、
ほ
ん
の
少
し
し

　
か
と
っ
て
い
な
い
現
状
で
す
。

　
カ
ル
シ
ウ
ム
補
給
の
上
か
ら
も
、
牛

　
乳
、
脱
脂
粉
乳
、
チ
ー
ズ
等
を
調
理

　
に
工
夫
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

。
果
物
の
と
り
方
も
少
な
か
っ
た
で
す

　
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
ミ
カ
ソ
、
リ
ン

　
ゴ
が
豊
富
に
な
り
ま
す
。
、
・
・
カ
ソ
な

　
ら
中
二
個
、
リ
ン
ゴ
な
ら
中
一
個
位

　
い
と
り
ま
し
よ
う
。

・
野
菜
は
多
く
と
っ
て
い
ま
す
が
緑
黄

　
野
菜
の
少
な
い
の
が
目
立
ち
ま
し
た

。
油
の
と
り
方
が
き
わ
め
て
少
な
い
の

　
で
も
っ
と
多
く
と
っ
て
も
ら
い
た
い

　
と
思
い
ま
す
。
油
は
カ
ロ
リ
ー
価
も

　
高
く
満
腹
感
が
あ
り
ま
す
。
毎
日
と

　
る
よ
う
に
心
掛
け
て
下
さ
い
。

。
高
血
圧
に
な
ら
な
い
た
め
の
予
防
で

　
一
番
気
に
な
る
の
が
塩
分
で
す
。

　
一
日
の
塩
分
は
健
康
な
人
で
一
日
十

　
五
グ
ラ
ム
高
血
圧
の
人
は
十
グ
ラ
ム

　
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
実
態
調
査
の
結
果
で
は
、
一
日
平
均

　
五
杯
の
味
噌
汁
を
食
べ
て
い
ま
し
た

　
こ
れ
か
ら
と
る
塩
分
は
九
・
一
グ
ラ

ム
で
す
。
一
日
の
食
品
の
中
に
は
、

ナ
ト
リ
ウ
ム
と
し
て
塩
分
が
ニ
グ
ラ

ム
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
漬

物
や
お
か
ず
か
ら
と
る
塩
分
を
加
え

る
と
基
準
量
よ
り
非
常
に
多
く
な
り

ま
す
。

毎
日
の
食
事
に
は
六
つ
の
基
礎
食
品

を
上
手
に
と
り
入
れ
、
味
噛
汁
の
回

数
を
一
回
減
ら
す
と
共
に
味
噛
の
量

も
一
日
に
大
さ
じ
一
杯
位
い
減
ら
し

皆
が
食
塩
の
量
を
減
ら
す
よ
う
に
努

力
し
た
い
も
の
で
す
。

　
　
お
　
知
　
ら
　
せ

　
脱
臼
検
診
結
果
に
つ
い
て

　
十
一
月
六
日
に
実
施
し
た
脱
臼
検
診

の
結
果
に
つ
い
て
は
、
異
状
の
あ
る
も

の
に
は
十
二
月
十
五
日
ま
で
に
通
知
を

し
ま
す
が
、
異
状
の
な
い
も
の
に
は
改

め
て
通
知
を
し
ま
せ
ん
の
で
、
十
二
月

十
五
日
ま
で
に
通
知
が
な
か
っ
た
ら
異

状
が
な
か
っ
た
も
の
と
ご
了
承
下
さ
い

中
年
耀
い
「
貧
血
」

母
性
・
留
守
家
族
貧
血
検
査
結
果

　
十
月
二
十
八
、
二
十
九
、
三
十
日
に

留
守
家
族
（
主
と
し
て
出
稼
者
の
配
偶

者
）
・
十
一
月
五
日
に
母
性
の
貧
血
検

査
を
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
ま
し
た
結
果
が

次
の
と
お
り
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
若
年
層
で
あ
る
母
性
貧
血
検
査
で
は

異
状
者
が
八
・
九
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
一

割
に
も
満
た
な
い
低
く
さ
で
す
が
、
逆

？
葉
サ
◆
書
き
ミ
き
i
≧
も
…
奪
‡
5
◆
◆
隻
§

出
稼
解
消
な
ど
に
ご
利
用
を

農
業
者
転
職
相
談
員
制
度

　
　
ー
上
越
南
職
安
か
ら
お
知
ら
せ
1

　
減
反
が
初
ま
っ
た
昭
和
四
十
五
年
、

農
業
か
ら
の
転
職
希
望
者
の
相
談
相
手

と
し
て
お
か
れ
た
制
度
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
、
最
近
に
至
り
食
糧
政
策
の
再

転
換
も
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
ス
ト

レ
ー
ト
な
転
職
は
多
く
は
な
い
と
見
込

ま
れ
ま
す
。
然
し
乍
ら
、
東
頸
地
方
に

お
い
て
は
依
然
と
し
て
出
稼
が
必
要
で

あ
り
、
又
国
道
、
国
鉄
の
整
備
に
歩
調

を
合
せ
て
常
用
就
職
も
話
題
に
な
る
で

あ
り
ま
し
よ
う
。
こ
の
際
、
就
職
に
関

す
る
「
地
域
の
柱
」
と
し
て
相
談
員
を
設

け
た
こ
と
は
時
宜
に
叶
っ
て
い
る
と
考

え
ま
す
。

こ
の
制
度
は
決
し
て
転
職
を
奨
励
す
る

制
度
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
将
来
予
想
さ

れ
る
国
道
整
備
後
の
無
雪
化
、
鉄
道
の

開
通
な
ど
を
考
え
て
出
稼
解
消
手
段
と

し
て
、
上
越
市
、
十
日
町
市
な
ど
隣
接

都
市
へ
の
通
勤
常
用
就
職
等
、
そ
の
事

態
に
対
し
て
き
め
の
細
い
、
肌
に
接
し

た
相
談
を
し
よ
う
と
い
う
制
度
で
す
。

　
こ
の
度
松
代
町
で
は
次
の
方
が
相
談

員
に
な
ら
れ
ま
し
た
ご
利
用
下
さ
い
。

　
西
潟
福
平
　
福
島
　
電
話
五
四
九
番

（4）

に
中
年
層
で
あ
る
留
守
家
族
貧
血
検
査

で
は
五
二
・
三
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
半
分

以
上
に
異
状
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
異
状
者
に
は
後
日
指
導
会
も
開
く
予

定
で
す
が
、
何
よ
り
も
本
人
が
そ
の
気

に
な
っ
て
、
労
働
と
か
栄
養
に
気
を
付

け
た
り
、
症
状
に
よ
っ
て
は
医
師
に
相

談
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

貧血検査結果
実施対象別　検査数1要精検1要指導1異状率i異常なし不能

醗1麓1300人i49人1108人15Z3第『141人！0人

彦4才一34携「245181113！宮・98t22311

◎
結
果
通
知
に
つ
い

　
て
・
要
精
検
の
方
に
は

　
十
二
月
十
五
日
ま

　
で
に
個
人
宛
文
書

　
で
通
知
し
ま
す
。

・
要
指
導
の
方
に
は

　
十
二
月
末
日
ま
で

　
に
個
人
宛
通
知
し

　
ま
す
。

◎
異
状
な
し
に
は
通

　
知
を
し
ま
せ
ん

・
異
状
な
し
の
方
に

　
は
個
人
通
知
を
し

　
ま
せ
ん
の
で
、
十

　
二
月
末
日
ま
で
に

　
通
知
の
行
か
な
い

　
方
は
異
状
が
な
か

　
っ
た
も
の
と
ご
了

　
承
下
さ
い
。

・
要
精
検
、
要
指
導
の
方
に
は
後
日
循

環
器
検
診
と
合
せ
て
指
導
会
を
開
く

予
定
で
す
の
で
連
絡
が
あ
り
ま
し
た

ら
ご
出
席
下
さ
い
。

戸
籍
の
窓
口
か
ら

十
一
月
受
付
分
（
受
付
順
）

ご
け
っ
え
鹸
刷

お
め
で
ζ
つ
鱈
衡

石
口
達
吉
・
鈴
木
芳
子
　
松
代
　
文
八

高
橋
正
信
・
村
山
和
子
　
莇
平
い
な
ば

若
月
秀
行
・
中
島
さ
と
江
　
田
代
水
上

柳
東
一
・
永
井
三
千
代
松
代
東

桜
沢
直
文
・
山
岸
幸
枝
　
千
年
　
坂
口

櫛
難
妨
奪

関
谷
武
廊
難
講
長
男
松
袋
庫

佐
藤
掌
縫
繋
女
轟
石
原

　
　
　
　
　
　
　
（
五
頁
下
段
へ
続
く
）



年末年始に発生しやすい犯罪り防止

防犯は，家ごと・人ごと・地域ごとに

　
い
よ
い
よ
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。

年
末
年
始
に
な
る
と
、
家
を
留
守
に
し
た
り
、
多
額
の
現
金
を
取

扱
う
機
会
が
多
く
な
り
、
あ
わ
た
だ
し
い
日
々
が
続
き
ま
す
。

　
ま
た
、
飲
酒
の
機
会
も
多
く
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
ド
・
ボ
ー

や
暴
力
の
被
害
を
受
け
る
ス
キ
が
で
き
や
す
く
な
り
ま
す
か
ら
、

次
の
点
に
ご
注
意
の
う
え
み
ん
な
で
協
力
し
合
っ
て
明
る
い
年
の

瀬
を
送
り
、
新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
よ
う
。

◇
現
金
の
保
管
は
確
実

　
に

年
末
年
始
に
は
、

酒
を
飲
む
機
会
が
多
く
な
り
た
す
が

こ
れ
が
影
響
し
て
、
つ
ま
ら
な
い
こ

と
か
ら
チ
ン
ピ
ラ
や
暴
力
団
な
ど
に

い
ん
ね
ん
を
つ
け
ら
れ
て
被
害
を
受

け
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。
言
い

が
か
り
を
つ
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
、

自
分
か
ら
注
意
す
る
と
と
も
に
、
で

き
る
だ
け
相
手
に
な
ら
な
い
よ
う
に

し
ま
し
よ
う
。

　
・
必
要
以
外
の
現
金

　
　
は
、
家
に
置
い
た

　
　
り
持
ち
歩
い
た
り

　
　
し
な
い
◎

　
・
や
む
を
得
な
い
場

　
　
合
に
は
、
鍵
の
か

　
　
か
る
金
庫
に
入
れ

　
　
る
と
か
、
ド
ロ
ボ

　
　
ウ
に
気
づ
か
れ
な

　
　
い
よ
う
な
所
に
し

　
　
ま
う
と
か
、
分
散

　
　
し
て
身
に
つ
け
る

　
　
な
ど
、
そ
の
保
管

　
　
方
法
を
工
夫
す
る

　
・
印
鑑
と
預
金
通
帳

　
　
等
は
別
々
に
保
管

　
　
す
る
。

◇
暴
力
は
、
見
て
も
聞

　
い
て
も
二
〇
番

　
　
ど
う
し
て
も
外
で

◇
少
年
を
非
行
か
ら
守
る
た
め
に

　
　
お
正
月
は
、
学
校
も
休
み
に
な
り

　
お
年
玉
や
、
こ
た
つ
を
囲
ん
で
の
家

　
族
ぐ
る
み
の
ゲ
ー
ム
な
ど
、
少
年
期

　
の
楽
し
い
思
い
出
の
残
る
と
き
で
す

　
　
し
か
し
、
思
い
が
け
な
い
事
故
に

　
あ
っ
た
り
、
ふ
と
し
た
で
き
心
で
非

　
行
に
走
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
暗
い
思

　
い
出
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
　
放
任
や
甘
や
か
し
過
ぎ
は
、
少
年

　
を
不
幸
に
追
い
込
み
ま
す
。

　
保
護
者
は
も
と
よ
り
、
社
会
全
体
で

　
温
か
く
見
守
り
、
少
年
に
楽
し
い
年

　
末
、
年
始
を
過
ご
さ
せ
る
た
め
に
次

　
の
こ
と
に
心
が
け
ま
し
よ
う
。

家
庭
で
の
指
導

　
じ
っ
と
見
つ
め
る
温
か
い
目
、
心
の

こ
も
っ
た
導
き
、
そ
れ
が
保
護
者
の
務

め
で
す
。

－
般
の
協
力

　
少
年
は
社
会
全
体
の
宝
で
す
。
親
の

目
が
届
か
な
い
面
は
社
会
全
体
が
協
力

し
て
善
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

飲
酒
運
転
の
防
止

　
口
飲
酒
運
転
は
事
故
を
招
く
日

　
木
枯
し
が
吹
き
荒
れ
、
コ
ー
ト
の
え

り
を
立
て
る
こ
ろ
に
な
る
と
酒
が
恋
し

い
時
期
に
な
り
ま
す
。

　
確
か
に
酒
は
私
達
の
生
活
の
中
に
と

け
こ
ん
で
お
り
、
あ
る
と
き
は
心
を
ふ

る
い
立
た
せ
、
あ
る
と
き
は
わ
ず
ら
わ

し
さ
や
悲
し
み
を
忘
れ
さ
せ
る
な
ど
、

そ
の
果
た
し
て
き
た
役
割
は
大
き
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
酒
は
、
理
性
を
マ
ヒ
さ
せ

る
屯
の
で
あ
り
、
冷
静
な
判
断
を
必
要

と
す
る
自
動
車
の
運
転
に
と
っ
て
、
害

と
な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
誰
で
も
知
っ
て
い
る
こ

と
で
す
が
、
自
分
に
限
っ
て
事
故
は
起

と
せ
な
い
と
い
う
甘
い
考
え
か
ら
、
飲

酒
運
転
を
す
る
人
が
あ
と
を
た
た
な
い

の
は
悲
し
む
べ
き
こ
と
で
す
。

　
・
飲
酒
運
転
を
し
な
い
。

　
・
飲
酒
運
転
を
さ
せ
な
い
。

　
。
運
転
す
る
に
は
酒
を
す
す
め
な
い

　
と
い
う
こ
と
を
も
う
一
度
確
認
し
合

う
で
は
あ
の
ま
せ
ん
か
。

◇
飯
酒
運
転
を
し
よ
う
と
す
る
人
に
は

　
勇
気
を
も
っ
て
注
意
し
ま
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
安
塚
警
察
署
）
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雪
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べ
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道
路
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【
訂
正
】

前
号
こ
の
出
生
欄
中
、
蒲
生
の
父
新
一

郎
母
み
ね
子
長
女
の
名
前
柳
明
美
は
朋

美
の
誤
り
に
つ
き
お
詫
び
し
て
訂
正
い

た
し
ま
す
。

お
く
や
み

（
死
亡
）

市
川
　
イ
ク

山
岸
　
ハ
ル

中
村
　
元
市

石
沢
　
次
郎

小
堺
　
ト
キ

米
持
兼
太
郎

八
○
才

五
四
才

七
〇
才

七
六
才

八
○
才

七
一
才

田
沢
　
上

蒲
生
治
三
郎

田
代
久
保

海
老
　
向
田

蓬
平
原
屋

室
野
中
三
王

人ロのうごき
　　　（12月1日現在）

世帯数　2，114　（一1）

人口男4，189（一25）

　　女4，226（一14）

　　計8，415（一39）

死亡　6

転出56
2
－
　
2

生
入
出
転

新生活運動強調事項
　　　　　～良い事はみんなで協力実行いたしましよう～

日　年頭の廻礼は元日かぎりとし、年始よびは自粛しましよう。

　　　　　　（できたら年頭の廻礼はやめ、合同年始会を開きましよう）

爾　年始など形式的な贈答はやめましよう。

囹　元日から祝日には必ず国旗をたてましよう。

胴　かけごとはやめ、健全な遊びで、お正月を楽しくすごしましよう。

囹　火の元や盗難に十分注意しましよう。

園　節約して貯蓄をいたしましよう。

囹出稼ぎの人に正月のようすなど、便りを出しましよう。

（5）



（6）

松
代
町
の
み
な
さ
ん
は
模
範
運
転
を
…
・

12

月
10
日
か
ら
1
月
10
日
ま
で

　
町
に
ま
た
ま
た
冬
将
軍
が
や
っ
て
来

ま
し
た
。
冬
期
に
お
け
る
交
通
事
故
は

積
雪
、
凍
結
に
よ
る
道
路
条
件
の
変
化

に
お
い
て
発
生
し
特
に
年
末
年
始
は
飲

酒
す
る
機
会
の
多
い
こ
と
か
ら
酒
を
飲

ん
で
の
事
故
も
多
く
な
り
ま
す
。

家
庭
や
職
場
等
に
お
い
て
次
の
こ
と
を

徹
底
し
事
故
の
な
い
明
る
い
正
月
を
迎

え
ま
し
よ
う
。

◎
ス
リ
ツ
プ
事
故
の
防
止

L
車
両
に
は
必
ず
ス
ベ
リ
止
め
性
能
が

　
あ
る
雪
道
用
タ
イ
ヤ
を
取
り
つ
け
る

　
こ
と
。

名
チ
エ
ン
着
装

よ
適
切
な
車
間
距
離
を
保
持
し
安
全
速

　
度
を
励
行
す
る
。

◎
飲
酒
運
転
事
故
防
止

L
運
転
車
を
と
り
ま
く
環
境
面
か
ら
も

　
飲
酒
の
機
会
を
締
め
出
す
こ
と
を
、

　
事
業
所
、
飲
酒
店
の
皆
様
に
ご
協
力

　
を
願
い
ま
す
。

乞
家
庭
、
職
場
に
お
い
て
も
、
い
か
に

　
酒
の
好
き
な
人
で
あ
っ
て
も
車
を
運

　
転
す
る
人
に
は
絶
対
に
酒
を
す
す
め

熱　＼、
ヤ
　
　
　
リ

姑
＼
、
気

ヤ
、

　
、
　
十
、

を
．

支
芸
屡

し
ぶ
み
句
会
　
他
石
先
生
選

　
　
　
9
月
1
8
日
於
・
紅
茶
居

な
だ
れ
咲
く

　
　
　
断
崖
真
葛

本
山
の

　
　
　
境
内
に
し
て
ゆ
れ
や
ま
ず

　大
　は
　　し

中ご
は
し
ご

あ
り

朝
露
を

茄
子
太
る

　
　
　
た
つ
ぢ

稲
架
を
組
む

　
　
淡
　
水

　
　
な
い
で
下
さ
い
。

◎
通
学
路
で
の
事
故
防
止

　
L
こ
ど
も
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、

　
　
運
転
者
は
必
ず
ス
ピ
；
ド
を
ゆ
る
め

　
　
安
全
運
転
を
願
い
ま
す
。

　
2
。
大
人
は
危
険
な
、
こ
ど
も
を
見
か
け

　
　
た
ら
、
一
声
注
意
を
願
い
ま
す
。

　
　
・
歩
行
者
は
道
路
の
両
側
へ
よ
け
る

　
　
　
の
は
や
め
ま
し
よ
う
。

　
　
。
車
が
来
た
ら
、
道
路
か
ら
は
な
れ

　
　
　
た
安
全
は
と
こ
ろ
に
早
め
に
よ
け

　
　
　
ま
し
よ
う
。

　
　
運
転
者
は
、
人
が
い
た
ら
遠
慮
な
く

　
ク
ラ
ク
シ
ヨ
ン
で
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

　
◎
冬
期
間
の
交
通
規
制
（
駐
車
禁
止
ケ

　
　
所
）

　
。
松
代
第
一
ブ
ー
ル
下
か
ら
山
賀
自
転

　
　
車
店
ま
で
の
国
道
二
五
三
号
線
上
。

　
・
室
野
部
落
内
を
走
る
県
道
大
島
津
南

　
　
線
上
。

　
”
…
・
：
お
　
し
　
ら
　
せ
…
：
…
…
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
”
本
年
の
交
通
事
故
相
談
は
　
　
　
”

　
“
・
…
・
：
1
1
月
19
日
で
終
り
ま
し
た
。
・
”
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1
ψ
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
監

八
方
の

払
い
て
稲
を

は
さ
に
囲
ま
れ

刈
り
始
む

　
　
　
紅
茶

雨
冷
ゆ
る

　
　
　
風
邪
気
味
と
云
ひ

呼
ぶ
ほ
ど
に

　
　
　
黒
姫
迫
り

朝
顔
の

村
芝
居

　
　
枯
　
水

客
の
来
る

　
六
　
花

秋
澄
め
り
公
　
明

見
ゆ
る
横
座
に
　
坐
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
　
風

御
神
楽
を

　
　
　
継
ぐ
人
も
出
来

ふ
と
と
ま
り

　
　
　
虫
の
声
き
く

秋
祭
り

　
　
立

秋
な
る
か

　
　
　
定

石男

〃
お
金
と
物
を
大
切
に
〃

　
11
月
折
日
か
ら
、
1
2
月
3
1
日
ま
で
県

下
い
っ
せ
い
に
、
「
歳
末
特
別
貯
蓄
増

強
運
動
」
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
年
末
は
ボ
ー
ナ
ス
等
の
臨
時
収
入
が

多
い
た
め
、
と
か
く
む
だ
使
い
が
多
く

な
り
が
ち
で
す
。
お
金
は
ひ
と
ま
ず
貯

蓄
し
て
計
画
的
に
使
い
ま
し
よ
う
。
貯

蓄
は
、
物
価
の
安
定
に
つ
な
が
り
ま
す

会
へ

覧
叩

展
壁

初
ぜ

書
帥

　
　
榊

◎
あ
な
た
も
ご
出
品
を
。

　
一
般
の
部
作
品
受
付
は

　
　
－
月
1
7
日
午
前
10
時
ま
で

◎
み
ん
な
で
ご
観
覧
を
。

　
期
間
は

　
　
－
月
1
8
日
午
前
1
0
時
～
午

　
　
後
4
時

　
　
－
月
1
9
日
午
前
1
0
時
～
午

　
　
後
4
時

町
西
◎
受
付
と
会
場

　
　
～
　
　
町
総
合
セ
ン
タ
ー

　
恒
例
の
書
初
展
覧
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。
部
門
は
小
・
中
学
校
の
部
と
一

般
の
部
で
す
。
一
般
の
部
は
規
定
は
な

く
自
由
で
す
。
競
書
で
は
あ
り
ま
せ
ん

新
年
を
迎
え
て
の
書
き
は
じ
め
と
、
み

ん
な
か
ら
見
て
い
た
だ
く
こ
と
に
意
義

が
あ
り
ま
す
。
ど
ん
な
作
品
で
も
結
構

で
す
。
但
し
、
作
品
は
最
善
を
つ
く
し

て
管
理
い
た
し
ま
す
が
、
万
一
、
破
損

よ
ご
れ
等
が
で
き
ま
し
た
と
き
は
補
償

い
た
し
ま
せ
ん
の
で
お
含
み
の
上
ご
出

品
下
さ
い
。
ま
た
、
作
品
は
終
了
後
お

返
し
い
た
し
ま
す
。

新
春
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ヨ
ン

ー
月
19
日
・
囲
碁
将
棋
大
会
開
催

　
新
春
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ヨ
ン
『
囲
碁
・

将
棋
大
会
』
を
、
1
月
掬
日
に
町
総
合

セ
ン
タ
ー
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
参
加

ご
希
望
の
方
は
－
月
7
日
午
後
4
時
ま

で
に
町
公
民
館
（
電
話
一
〇
九
番
）
に

申
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
囲
碁
・
将
棋
の
両
方
へ
の
参
加
は
認

　
め
ま
せ
ん
の
で
一
方
に
決
め
て
く
だ

　
さ
い
。

◎
大
会
の
時
間
割
り
の
都
合
で
申
込
を

　
打
切
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
早
く

　
申
込
み
く
だ
さ
い
。
先
着
優
先
に
受

　
付
け
ま
す
。

◎
参
加
資
格
は
松
代
町
住
民
に
限
り
ま

　
す
。


